
 

 

 

 

 ～移動図書館「そよかぜ号」をご紹介します～ 

■さるびあ図書館  移動図書館「本を届けて 50余年」 

■中央図書館    移動図書館の動画を撮影しました 

■鶴川図書館    今年 2月、50年目に 

■木曽山崎図書館  45周年を迎えました 

■図書館員のつぶやき 「腑に落ちる」  

■連載：ＢＭの窓から （第３６回）「ヴィラ町田」 

■連載：まちだのＱ？ （第 2２回）「ぼたん園」 

町田市立図書館  ２０２２年 第１２２号 



  

 

 

 

 

 

町田市の移動図書館は、1970

年（昭和 45 年）に誕生、10 月

の読書週間に合わせて運行を開

始しました。 

 

 

 

 

 

その後、車の数は３台に増え、現在は２台がさるびあ図書館から、残りの

１台が堺図書館から、市内の５９ヶ所に２週間に１度巡回運行し、本や雑誌

をお届けしています。主な利用層は、遠くまで出歩くのが難しい高齢の方や、

赤ちゃんと保護者といった方々ですが、新型コロナウイルスの感染拡大後、

ステイホームの影響か、おうちでの読書の需要が高まって、以前より多くの

ご利用をいただいています。 

定期的な巡回のほか、芹ヶ谷公園の多目的広場に行ったり、町田シバヒロ

のイベントに参加したりもします。図書館のホームページや Twitter でご案

内していますので、お近くにお越

しの際は、ぜひお立ち寄りくださ

い。 

 

 

 

 

 

 本を届けて５０余年 

移動図書館そよかぜ号 

現在は雨・日よけの 

テントがあるので、 

暑い日も、雨でも 

運行できるんですよ ☺ 

 巡回場所では 

手続きに長蛇の列が！ 

（1971 年 7 月 山崎団地） 
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移動図書館の宣伝動画を制作しました！ 

あまり図書館を利用しない方や若い人を中心に移動図書館をも

っと宣伝したい！という思いから、今回、さがまち学生Ｃｌｕｂ（※）

に所属する大学生のみなさんと一緒にＰＲ動画を制作することに

なりました。 

10 月 9 日（土）に芹が谷公園で約 6 時間にわたる撮影が行わ

れました。事前に学生の皆さんに移動図書館の説明や実際に本を貸

出しているところを見学してもらい、そこからイメージを膨らませ

た温かい作品をつくっていただきました。 

出来上がった動画は「町田市公式動画チャンネル」にて公開中で

す！ぜひご覧ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※さがまち学生 Club→「学生のチカラでまちを盛り上げる」をコ

ンセプトに、相模原・町田地域の学生が地域の活性化及びまちづく

りに繋がる活動を企画・実施していく学生主導型体験プロジェクト。 

民間や町田市、相模原市の各団体とコラボレーションを行い、冊子

や映像、イベントの企画・制作を行っている。 

町田市公式動画チャンネル 

→https://www.youtube.com/user/machidacitytokyo 

10 月 9 日当日 

撮影の様子→ 

３ 



 

● 木目が優しく、昔懐かしい雰囲気です。 

● おはなし会が行われる２階のおはなしの部屋は秘密基地のようでワクワク！ 

● ３世代にわたって利用者さんが訪れており、長い間親しまれています。 

 

   ～50周年を迎えられるよう、これからもよろしくお願いします～ 

 

 
 

1976年開館の、山崎団地の中にある身近で気軽に立ち寄れる図書館です。 

今年で開館 45 周年を迎えました。日常生活に役立つ実用書・読み物・雑誌・児童書を揃え

ており、地域の皆さんの憩いの場所にもなっています。 

木曽山崎図書館のここが自慢！ 

 

三角屋根が目印です 

目の前に大きな欅の木があります 

 開館 45周年の特集コーナー 
職員に聞きました 

木曽
き そ

山崎
や ま さ き

図書館
と し ょ か ん

 開館当時の入口の様子 

開館 45周年 

木曽山崎図書館 

キャラクター 

やもたろ 

木曽山崎図書館 

キャラクター 

やぎたろ 
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５ 

鶴川図書館（団地）は今年 2月、50年目に。 

皆さまからお寄せ頂いた思い出、 

メッセージを館内に掲示中！ 

 

 鶴川団地のほぼ中心にあ

る「センター名店街」。その

一角に、こぢんまりとした図

書館があるのを知っていま

すか。小さいながらも、高齢

の方々、乳幼児を連れたお母

さん、買い物がてらに立ち寄

る方、学校帰りの小中学生、

週末には多くの家族連れな

ど、幅広い世代の方々に気軽

に立ち寄って頂ける親しみ

やすさが特徴です。 

 

 鶴川図書館は昭和 47 年

（1972年）2月15日に、

今の場所から数十メートル

離れたセンター名店街の一

角にオープンしました。地域

の皆さまに育てて頂いた

50 年間の歩みを改めて振

り返り、今後も皆さまとのつ

ながりを大切にした図書館         

を目指していきます。 

 

広報まちだ 昭和 47年 2月 11日号より 

 



図書館員のつぶやき 
腑に落ちる 

 

町田市出身の詩人に八木重吉がい

ます。以前、八木重吉の記事を新聞

で読んだのを思い出し、探してみま

した。探していた記事は読売新聞

2016年7月10日の日曜版に連載

された「名言巡礼」です。 

八木重吉の詩「草にすわる」の最後の１行「こうして 草にすわれ

ば それがわかる」が紹介されています。この詩は３行の詩で、草の

上に座って自分の間違いに気づくという詩です。記事を読んでいたら、

谷川俊太郎が詩「間違い」で、この「草にすわる」を使っていること

がわかりました。「間違い」は冒頭に「草にすわる」を置いて、“そう

八木重吉は書いた（その息遣いが聞こえる） そんなにも深く自分の

間違いが 腑に落ちたことが私にあったか”と続きます。 

腑に落ちるという言葉は新しい使い方です。もともと、腑に落ちな

いという言い方が先にありました。以前、国語辞典で、そのことを知

りました。谷川俊太郎の詩には「腑に落ちる」という詩もあります。 

八木重吉の詩を読むと穏やかな気持ちになります。八木重吉の詩で

おすすめするのは「素朴な琴」と「雨」です。「雨」は複数あります

が、“雨のおとがきこえる”で始まる詩が好きです。詩を音読すると

楽しいです。ぜひ、八木重吉、谷川俊太郎の詩を声に出して読んでみ

てください。音読のよさが腑に落ちるでしょう。 

【参考文献】『永遠の詩８ 八木重吉』、谷川俊太郎「間

違い」（『日々の地図』に収録）、谷川俊太郎「腑に落ちる」

（『こころ』に収録） 

６ 



～ BMの窓から ～ 

暑い日も、寒い日も、風の日も、雨の日も。 

皆さんがいる限りＢＭ（移動図書館車：Ｂｏｏｋ Ｍｏｂｉｌｅ）はあなた

の元に。ＢＭで訪れているサービス拠点をご紹介するこの企画、第３6 回

は『ヴィラ町田』です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ↑水色の建物が目印です。 

 

今回ご紹介するのは BMステーションで最も西に位置する『ヴィラ町            

田』です。 

出発館である相原の堺図書館から、町田街道を北西へ 4㎞、高台にある

介護老人福祉施設の駐車場脇に移動図書館は停車し、利用者を迎えます。                                                                    

主な利用者は施設入居者の方々です。杖をついてゆっくり歩いてくる方や、

車いすでやってくる方が多く、付き添いの施設の職員さんとお話をしなが

ら和やかに本を選ぶ姿がよく見られます。 

もちろん近隣にお住まいの方のご利用もお待ちしています。高台にある

ため、相原の景色が見渡すことができる気持ちの良い場所ですよ。 

 

＜ ヴィラ町田巡回情報 ＞ 

住所 相原町４３９１-７ 隔週火曜日１０：２０～１１：００ 

 

移動図書館そよかぜ号は、雨の日も運行いたします。台風・雪などの日 

には安全面を考慮し運休することがあります。 

  

７ 
７ 



  

 

Ｑ．町田ぼたん園の牡丹は何種類くらい 

  ありますか？ 

 

町田ぼたん園は、町田薬師池公園四季彩の杜、民権の森公園内にあ

ります。園内には、約３３０種類１７００株の牡丹と約６０種類６０

０株の芍薬が植栽されています。（2021年 10月時点） 

同園は１９９２（平成４）年 4月にオープン、14,400㎡の広さが

あり、近接の七国山に連なる比較的緩やかな、標高７５～９０ｍの南

傾斜地に位置しています。そのせいか市販のガイドブックには「履き

慣れた靴で歩きたい」と、一言添えられています。 

実は町田には、それ以前にもぼたん園があったようです。『小田急

五十年史』（１９８０年刊）によりますと、「遊休地の活用では、昭和

５４年（１９７９）4月 20日、町田市の郊外相原町に開園した町田

ぼたん園がある。市民の憩いの場ともなるものをということから計画

された。・・・ぼたん園としては関東一の規模を誇っている。」とあり

ます。『小田急７５年史』（２０１３年刊）によりますと「・・・特に

島根県大根島から移植した樹齢３００年の長寿ボタンの南山の寿が、

来園者の目を奪った。その後も年々施設の整備を図り、花木の数も種

類も拡充されたが、新たな事業計画に伴って昭和 61年、惜しまれな

がら閉園した。」とあります。 

四季彩の杜周辺には他に、ダリヤ園、えびね苑、リス園等もありま

す。四季折々、散策してみてはいかがでしょうか。 

参考文献： 『町田の公園とみどりガイド』『花散歩東京を歩く』 

『小田急五十年史』『小田急 75年史』 

 ２０２２年２月発行 

この冊子は、700部作成し、１部あたりの単価は 97 円です。（職員人件費を含みます。） 

連載：第 22 回 

会回 
？ ！ 
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